
 

せめて老朽原発だけでも止めさせよう！ 

総
裁
選
で
は
、
石
破
茂
氏
も
「
原
発
は
ゼ
ロ
に
近

づ
け
て
い
く
努
力
は
最
大
限
行
う
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
が
、
新
経
済
産
業
相
は
「
今
で
は
原
発
ゼ
ロ

は
訂
正
さ
れ
て
い
る
」
と
原
発
の
再
稼
働
に
積
極

的
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
「
老
朽
原
発
の
裁

判
」
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
七
月
十
九
日
名
古
屋

地
裁
で
老
朽
原
発
（
高
浜
一
、
二
：
美
浜
三
号
機
）

の
廃
炉
を
求
め
る
愛
知
・
福
井
両
県
な
ど
の
住
民

ら
が
国
に
運
転
期
間
の
延
長
認
可
な
ど
の
取
り
消

し
を
求
め
た
訴
訟
の
最
終
弁
論
が
あ
り
、
判
決
は

来
年
三
月
十
四
日
で
す
。
三
・
一
一
の
未
曽
有
の
福

島
原
発
事
故
直
後
は
、
政
府
や
国
民
も
原
発
の
危

険
性
を
思
い
知
っ
た
の
で
す
が
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
て
原
発
推
進
の
声
が
大
き
く
な
り
、
今
や
政
府

は
原
則
四
十
年
と
し
た
運
転
期
間
の
ル
ー
ル
を
更

に
延
長
し
て
六
十
年
超
の
運
転
も
可
能
に
す
る
こ

と
や
原
発
の
新
増
設
を
考
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。
原
告
側
は
「
国
の
審
査
基
準
に
合
理
性
は
な

い
」
と
主
張
、
国
側
は
請
求
棄
却
を
求
め
て
結
審
し

た
。
原
告
は
「
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
風
下
の
名
古
屋

市
に
も
影
響
が
及
ぶ
の
で
す
か
ら
、
こ
の
裁
判
の

勝
利
で
老
朽
原
発
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
政
府
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
る
は
ず
、
北
村
栄
弁
護
団

長
は
「
八
年
で
、
弁
論
二
十
八
回
、
準
備
書
面
：
百

を
超
え
、
原
子
炉
容
器
の
脆
化
・
ケ
ー
ブ
ル
等
の
老

朽
化
、
地
震
、
火
山
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題
に

つ
い
て
、
基
準
や
審
査
の
違
法
性
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
、
裁
判
官
は
良
心
と
独
立
心
を
持
っ
て 

 

判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
老
朽
原
発
に

関
す
る
弁
論
で
は
「
四
十
年
超
の
老
朽
原
発
」
と
よ

く
言
い
ま
す
が
、
高
浜
一
号
機
（
七
十
四
年
運
転
開

始
）
は
今
年
で
五
十
年
目
で
す
。
四
十
年
で
は
な
く

五
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
。
ど
ん
な
機

械
で
も
古
く
な
れ
ば
事
故
が
起
こ
る
こ
と
は
自
明

の
理
。
ま
た
、
機
械
装
置
の
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の
頻

度
は
「
鍋
底
曲
線
」
の
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
る
と
お

り
、
寿
命
が
近
く
な
る
と
部
品
の
劣
化
等
に
よ
り

再
び
事
故
の
頻
度
が
上
が
る
こ
と
も
明
ら
か
で

す
。
何
度
も
言
い
ま
す
が
、
原
発
は
開
発
当
初
は
運

転
期
間
を
原
則
三
十
年
と
設
計
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
の
設
計
者
は
五
十
年
も
使
用
さ
れ
る
と
は
考

え
て
も
い
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
部
品
は
数
百
万

点
に
も
及
び
ま
す
。
そ
し
て
肝
心
の
圧
力
容
器
は

取
替
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
中
性
子
の
照
射

に
よ
る
脆
弱
化
等
で
事
故
が
起
き
れ
ば
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
、
原
発
の
老
朽
化
問
題
を
主
要
争
点
と
す

る
初
め
て
の
裁
判
に
対
し
、
三
・
一
一
が
起
き
た
と

き
の
感
性
と
創
造
力
を
発
揮
し
、
裁
判
官
の
良
心

に
基
づ
い
て
悔
い
の
な
い
、
恥
ず
か
し
く
な
い
判

決
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
致
し
ま
す
。 

兎
に
角
、
せ
め
て
老
朽
原
発
だ
け
で
も
止
め
て

欲
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
七
・
一
九
：
名
古
屋
地
裁
を
傍
聴
し
て
：
井
口
） 

“日本被団協”の７０年以上にわたる活動は国内外へ何千件もの被爆目撃証言や写真を広め、      

世界に向かってアピールや決議、署名活動して・・核廃絶を世界に訴え続けてきた地道な歩みに 

より「核兵器使用は道徳的に許されない」と国際的に烙印が押される力強い規範になってきた 

のです。 この規範は「核：タブー」として約 80年間・・戦争で核兵器が使われていないという 

事実が “核：タブー” の確立を証明しています。  

日本被団協とは：1956年広島と長崎の原爆を生き延びた人々や太平洋で行われた 

核実験による被害者たちで結成された「日本原水爆被害者団体協議会」なのです。 

おめでとう 
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日本被団協 
平和ノーベル賞 

 
 

★ さて・・今度の選挙では 「被団協の活動を後押しするような政党または候補者」に 投票して 

★ 先ずは・・核廃絶禁止会議へのオブザーバー参加の実現などを目指しましょう！ 

 


